
鹿児島県議会議員
（鹿児島市・鹿児島郡区）

一人を大切に、心を大切に！
― かごしまイキイキ元気プラン ―

明日の希望へ
向けて

すべての人がイキイキと
暮らせる鹿児島1イキイキ

■ 障がい者支援の充実
難病相談支援センター等と連携し
障がい福祉サービスの更なる充実を図ります

■ 人口減少・高齢化社会への対応■ 人口減少・高齢化社会への対応
企業誘致を積極的に行い、働く場の確保に努め、
UIJターンなど地域人材の積極的な還流を促進させます。

■ 女性の活躍を応援
産後ケア対策、子育て支援、
がん対策等の健康支援を進めます

■ 若者の活躍をバックアップ
就労支援、ニート対策、雇用の創出、創業支援等、
青年の活躍を支えます

安心・安全なまち
鹿児島3安心・安全なまち鹿児島3イキイキ

■ 地域の防災・減災対策を更に
　 強化充実させていきます
■ 地域の防災・減災対策を更に
　 強化充実させていきます
■ ゾーン30（制限速度を30キロ以下に規制）等、
　 通学路、生活道路の安全性向上を図ります。
■ ゾーン30（制限速度を30キロ以下に規制）等、
　 通学路、生活道路の安全性向上を図ります。
■ 「空き家」問題の対応を強化します■ 「空き家」問題の対応を強化します
■ ストーカーやDV等への迅速な対応を
　 推進します。
■ ストーカーやDV等への迅速な対応を
　 推進します。

みんなで
支え合う住みよい鹿児島2みんなで支え合う住みよい鹿児島2イキイキ

■ 地域包括ケアシステム■ 地域包括ケアシステム
高齢者サロンなど身近なサービスを展開するコミュニティーや
ボランティア、NPOを応援する制度を作ります。
在宅医療と介護の連携を強化と認知症高齢者の対策を
進めます。

■ 生活自立支援の充実■ 生活自立支援の充実
高齢者、障がい者、社会的に孤立している人など
地域で支え合える仕組みを構築します。
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もちとみ八郎 〈主な実績〉
一人一人が輝く地域づくり！元気と安心の

鹿児島
その他の実績

生年月日／ 1951年4月2日 　　血液型／O型　　家族構成／妻、一男三女
趣味（スポーツ等）／スポーツ観戦　　尊敬する人物／上杉鷹山
座右の銘／なせば成る成さねば成らぬ何事も 成らぬは人のなさぬなりけり
●鹿児島市立西田小、城西中学校卒
●鹿児島中央高校卒 5期生（バスケットボール部インターハイ出場）
●国立東京教育大学（現・筑波大学）卒
●教員を経て新聞販売店経営　●県議会議員3期
●紫原一本桜会町内会会長、元紫原中学校PTA会長、元吉野東小学校PTA会長
●中学校女子バレーボール県選抜チーム後援会長（平成11年度）

〒890-0082 鹿児島市紫原6-5-6 TEL284-0686 FAX284-0687
E メール ｍｏｃｈｉｔｏｍｉ８６＠ｋ‐ｇｉｋａｉ．ｊｐ
県議団HP ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｏｍｅｉ‐ｋａｇｏｓｈｉｍａ．ｊｐ
個 人 H P http://www.komei.or.jp/km/kagoshima-mochitomi-hachiro/

もちとみ八郎通信
もちとみ八郎 プロフィール

何でもお気軽にご相談ください。

○♯８０００（小児救急電話相談）
子育て支援

休日・夜間の急な子どもの病気などについて
小児科医師・看護師へ電話で相談できます

通学路・生活道路の安全確保
「ゾーン30」などの交通安全対策を推進

○AEDの設置推進と保守点検
救命対策

事故や病気で突然の心停止をして
倒れた人を電気ショックを与えて心拍を
回復させるAEDの設置と日常の保守点検を促進しました

68号

携帯電話用
個人HP

○ジョブカフェ（地域若者就職サポートセンター）
の設置を推進しました

雇用対策

※ゾーン30：
　生活道路の安全対策
として車の最高速度を
時速30キロに規制

実現

○奄振法延長と交付金制度の推進
○奄美ナンバーの導入を推進　○三島・十島航路の延伸
○離島における車検の負担軽減

離島支援

太田国交相へ「奄美ナンバー」の申し入れ紫原中央バス停先交差点に横断歩道・信号機設置 国に奄振法延長と交付金制度の延長を要望

○離職者のための職業訓練に助成金（日額4,000円）
○中小企業の振興に関するかごしま県民条例（H24.10）
○若年者雇用促進について政策提言（IT産業等の誘致）
○トライアル雇用制度
○ドクターヘリ　
○海抜表示の設置推進
○寄洲除去計画　（H25までに214箇所約51万㎥）
○土砂災害警戒区域等の指定の促進（17市町村1,766箇所）
○防災・減災の推進　インフラの長寿命化
○単位制高校　開陽高校の開校
○特別支援学校等の整備
[盲学校・鹿児島養護学校・鹿児島高等特別支援学校・離
島での分教室を活用した訪問教育・聾学校の移転新設・盲
学校通学バスの延長]

○教育施設の耐震化　（公立学校97.0％）
○高齢者お元気ポイント(H25　30市町村、43,000人登録)
○少子化対策
[妊婦健診無料化・第3子以降の保育料等の減免・乳幼児
医療費の軽減・＃8000小児救急電話相談]
○障がい者等の対策
[パーキングパーミット制度（H26,3月21,276枚の登録証）・
県こども総合療育センター・難病相談支援センター（H25 
相談件数4,493件）・障害者優先調達の取組推進]

○期日前投票の丁寧な対応、不在者投票の不正防止策
○かごしま応援寄附金（H25　5,100万円）
○コンビニ納税
○自動販売機設置による増収
○観光かごしまパワーアップ債（県民債H25 20億円）
○産科医のいない離島の妊婦助成
○大島病院の救急救命センター開設
○鹿児島新港区の改修（ボーディングブリッジ）

●中学校男子バレーボール県選抜チーム後援会長（平成14年度）
●中学校女子バレーボール県選抜チーム後援会長（平成18年度）
〈党役職の経歴〉
鹿児島県本部幹事長を経て
平成25年2月 県本部代表（現任）
〈議会役職の経歴〉
総務警察委員会 副委員長（平成21年度）
予算特別委員会 副委員長（平成22・24年度）
決算特別委員会 副委員長（平成19・26年度）


